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つなげる 笑顔の かけはし

福岡県　朝倉市
菜の花が一斉に開花すると 
春が来たことを全身で実感する。 
娘たちの笑顔も花のようだ。

社会福祉NOW  

外国人材の 
受入れ状況について
~「 福祉人材の確保・育成・定着 

に関する調査2022」の 
調査結果から

2 【連載】防災・減災に向けた地域の取組み⑦  

自治体のエリアを超えて誰も取り残さない 
早期避難をめざす
―「第2回荒川流域防災住民ネットワーク2022」の取組み

明日の福祉を切り拓く  

中途養育を経験した私が描く"ごちゃごちゃ"な社会
A-Step　町田彰秀さん

6

10

昭和44年4月25日第三種郵便物認可 
毎月１回８日発行／福祉広報第770号・2023年3月８日発行

20233 No.770



実
施
の
あ
ら
ま
し

本
調
査
は
、２
０
２
２
年
9
月
22
日
～
10
月
28
日
の

期
間
、本
会
施
設
部
会
会
員
施
設・事
業
所
３
５
５
６
か

所
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。調
査
票
は
施
設
長
向
け
、

指
導
的
職
員
向
け
、初
任
者
職
員
向
け
、実
習
生
向
け
の

4
票
で
構
成
し
て
い
ま
す
。調
査
の
あ
ら
ま
し
は
表
１

の
通
り
で
す
。

外国人材の受入れ状況について
～「 福祉人材の確保・育成・定着に関する 

調査2022」の調査結果から
　福祉人材の確保は依然として厳しい状況が続いています。近年は、外国人介護人材や他業種からの未経
験者の参入が増えていたり、新型コロナの影響で職場体験や現場実習の機会が大幅に減少したりするなど、
福祉人材を取り巻く環境は常に変化しています。
　こうした中、東社協では、2022年9月～10月に、現況を具体的に把握し、今後の福祉人材対策の強化に
つなげるため、「質と量の好循環をめざした福
祉人材の確保・育成・定着に関する調査2022」
を実施しました。
　今号では、その中から「外国人材の受入れ状
況」に関する結果をお伝えします。

本
調
査
の
基
本
的
な
視
点
は
次
の
3
点
で
す
。

（
1
）�

福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
を
め
ぐ
る
、

業
種
を
横
断
し
た
具
体
的
な
状
況
を
把
握

し
、東
京
固
有
の
課
題
も
ふ
ま
え
な
が
ら

デ
ー
タ
と
し
て
発
信
す
る
。

（
2
）�

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ

と
が
確
保
と
定
着
に
結
び
つ
く
こ
と（
＝
質

と
量
の
好
循
環
）を
前
提
に
し
た
福
祉
人
材

対
策
を
め
ざ
す
。

（
3
）�

今
後
の
人
材
確
保
を
想
定
し
、外
国
人
材
や

福
祉
を
学
ん
だ
経
験
の
有
無
に
限
ら
ず
、安

心
し
て
成
長
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
の

あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、16
年
に
実
施
し
た「
質
と
量
の
好
循
環
を
め
ざ

し
た
福
祉
人
材
の
確
保・
育
成・
定
着
に
関
す
る
調
査
」

の
結
果
と
比
較
す
る
た
め
、設
問
や
選
択
肢
の
多
く
を

前
回
同
様
に
設
定
し
ま
し
た
。

前
回
調
査
と
比
較
し
た
結
果
、指
導
的
職
員
の「
現
況

（
業
務
や
受
け
る
相
談
の
内
容
等
）」、初
任
者
職
員
の「
福

祉
の
仕
事
を
就
職
先
と
し
て
選
ん
だ
理
由
」、実
習
生
の

「
就
職
に
あ
た
っ
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
」等
の
主
だ
っ

た
調
査
項
目
に
つ
い
て
は
、大
き
な
差
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、今
回
の
調
査
で
は
、外
国
人
材
（※）
の
受
入
れ
状

況
や
指
導
的
職
員
が
長
く
勤
め
て
い
る
決
め
手
、福
祉

人
材
の
確
保・育
成・定
着
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
等
、

新
た
な
視
点
の
設
問
を
追
加
し
ま
し
た
。

表１　調査のあらまし�

施設長�
向け

指導的職員�
向け

初任者職員�
向け

実習生�
向け

調査票の�
配布方法 Excelデータまたは紙にて配布

Googleformにて作成。
フォームのURLを記
載した文書の配布を施
設に依頼

回収数 634 602 556

127
※�調査期間中に実習生の
受入れがない施設も
あった

（※）�本調査において「外国人材」とは、短期間日本で働く外国人、
日本に長く住んでいる外国人を指します。例えば、EPA、定住
者、永住者、日本人の配偶者等、介護、特定技能等。
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ケ
ー
シ
ョ
ン
や
介
助
が
と
て
も
丁
寧
で
評
判
が
良
い
」

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）な
ど
、福
祉
人
材
と
し
て
の

質
の
良
さ
を
あ
げ
る
回
答
や
、「
外
国
人
職
員
の
母
国
料

理
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
つ
く
り
、異
文
化
理
解
が

す
す
ん
だ
」（
児
童
養
護
施
設
）等
、利
用
者
へ
の
好
影
響

を
あ
げ
る
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。他
に
も
、「
新
規
採
用

職
員
に
対
す
る
指
導
も
丁
寧
に
な
っ
た
」（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）、「
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
す
る
こ
と
で
、日
本
人
へ
の
指
導
に
も
活
か

さ
れ
て
い
る
」（
心
身
障
害
者
施
設
）等
、外
国
人
職
員
を

受
け
入
れ
る
こ
と
を
通
し
て
、業
務
内
容
や
日
本
人
職

員
の
指
導
体
制
の
見
直
し
に
つ
な
が
っ
た
施
設
も
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

外
国
人
材
の
受
入
れ
状
況

〔
外
国
人
材
の
雇
用
の
有
無
〕

外
国
人
材
の
活
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、施

設
長
に
受
入
れ
状
況
を
尋
ね
ま
し
た
。

外
国
人
材
を
雇
用
し
て
い
る
施
設
は
、回
答
施
設
全

体
の
20・2
％
で
し
た（
図
１
）。「
高
齢（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
、軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）」、「
障

害
」、「
保
育
」の
分
野
別
に
み
る
と
、高
齢
分
野
で
は
61・

4
％
と
、半
数
強
の
施
設
で
外
国
人
材
を
雇
用
し
て
い

ま
す
。一
方
、障
害
分
野
は
14・7
％
、保
育
分
野
は
10・

3
％
と
、そ
れ
ぞ
れ
1
割
強
の
施
設
が
雇
用
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す（
図
２
）。

〔
雇
用
人
数
〕

「
１
～
３
人
」が
最
も
多
く
、57・8
％
で
し
た（
図
３
）。

分
野
別
に
み
て
も「
１
～
３
人
」の
回
答
が
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、高
齢
分
野
で
は「
４
～
６
人
」が
34・

3
％
と
、「
１
～
３
人
」（
38・
6
％
）と
同
様
の
割
合
と

な
っ
て
い
ま
す（
図
４
）。

〔
外
国
人
材
を
受
け
入
れ
て
良
か
っ
た
こ
と
〕

半
数
弱
の
施
設・事
業
所
が「
異
文
化
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
」（
45・3
％
）と
し
て
い
ま
す
。次
い
で「
指
導
体

制
の
見
直
し
が
で
き
た
」（
30・5
％
）、「
職
場
の
雰
囲
気

が
良
く
な
っ
た
」（
28・9
％
）と
続
き
ま
す（
図
５
）。

自
由
回
答
か
ら
は
、「
利
用
者
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

n=634

高齢（※）

障害

保育

■ 雇用している　　■ 雇用していない　　■ 無回答

（※）特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、軽費老人ホーム

61.4 38.6 0.0

14.8 83.3 1.9

10.3 87.9 1.8

図２　外国人の雇用の有無（分野別）　（単数回答）

57.8

21.9

7.8 7.0
1.6 3.9

1～3人 4～6人 7～9人 10～13人 14人以上 無回答

図３　外国人の雇用人数　（単数回答、単位：％）

■ 高齢（特別養護老人ホーム、
養護老人ホーム、
軽費老人ホーム）

■ 障害
■ 保育

38.6

65.2

95.7

34.3

8.8
12.9

4.3
11.3

4.3 2.9 0.0

17.4

4.3
0.00.00.00.00.0

1～3人 4～6人 7～9人 10～13人 14人以上 無回答
図４　外国人の雇用人数（分野別）　（単数回答、単位：％）

雇用している
20.2%

無回答
1.4%

n=634

雇用していない
78.4%

図１　外国人の雇用の有無　（単数回答）
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〔
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
あ
た
り
、
工
夫
し
た
こ
と
〕

「
外
国
人
職
員
へ
の
説
明
を
丁
寧
に
行
っ
た
」（
62・

5
％
）ほ
か
、「
業
務
に
関
す
る
指
導
の
時
間
を
確
保
し

た
」（
35・
9
％
）と
い
う
回
答
が
多
く
あ
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
住
居
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
物
品
の
提
供
」、「
日

本
人
職
員
へ
の
説
明
」、「
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
」に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
約
３
割
の
施
設
が
取
り
組
み
、外
国

人
職
員
が
働
く
環
境
を
整
え
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た（
図
６
）。

具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
、「
名
札
や
記
録
用
紙
に

ロ
ー
マ
字
表
記
を
加
え
た
。口
頭
で
の
説
明
が
難
し
い

場
合
は
、動
画
を
活
用
し
て
い
る
」（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
）、「
毎
月
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、不
安
な
こ
と
等
を

聞
い
て
い
る
」（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）、「
衣
類
や
住

居
を
提
供
し
た
。地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
を

促
し
、定
期
的
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」「
日
本
人

職
員
と
先
輩
外
国
人
職
員
を
必
ず
つ
け
て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
実

施
し
て
い
る
」（
知
的
障
害
者
施
設
）等
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。職
場
の
環
境
整
備
だ
け
で
な
く
、外
国
人
職
員
が
日

本
で
働
き
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、住

居
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
施
設・事
業
所
も
あ
り

ま
し
た
。

〔
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
あ
た
り
、整
備
が
必
要
だ
と

思
う
こ
と
〕

約
6
割
の
施
設
が「
指
導
で
き
る
人
員
」（
59・
0
％
）

と
回
答
し
て
い
ま
す
。次
い
で「
日
本
語
の
指
導
」（
44・

3
％
）が
続
き
、「
利
用
者
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
取

組
み
」（
31・9
％
）、「
日
本
人
職
員
の
理
解
を
深
め
る
た

め
の
取
組
み
」（
30・8
％
）と
な
っ
て
い
ま
す（
図
７
）。

自
由
回
答
か
ら
は「
言
葉
の
壁（
日
本
人
独
特
の
言
い

回
し
）が
あ
る
の
で
、あ
る
程
度
の
語
学
力
は
必
要
と
思

わ
れ
る
」（
児
童
養
護
施
設
）な
ど
、保
育
、児
童
分
野
で

は
、日
本
語
能
力
や
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
日
本

文
化
の
理
解
が
必
要
と
な
る
と
の
回
答
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●

施
設
長
向
け
の
そ
の
他
の
調
査
結
果
の
ほ
か
、指
導

的
職
員
向
け
、初
任
者
職
員
向
け
、実
習
生
向
け
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、23
年
3
月
頃
、概
要
版
を
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、ま
た
、各
調
査
票
を
設
問
ご
と
に

ま
と
め
た
報
告
書
を
出
版
す
る
予
定
で
す
。

そ
し
て
、本
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
、来

年
度
、東
社
協
で
は
外
国
人
材
や
新
任
職
員
な
ど
特
定

の
層
の
人
材
育
成
に
関
す
る
工
夫
し
た
取
組
み
や
、指

導
体
制
の
見
直
し
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、と
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

n=128
異文化への理解が深まった
指導体制の見直しができた
職場の雰囲気が良くなった

職員間のコミュニケーションが活性化した
利用者とのコミュニケーションが活性化した
業務に関するマニュアルの見直しができた

その他
研修や勉強会の見直しができた
新しいイベントや企画が生まれた

無回答

45.3
30.5
28.9
26.6
24.2

14.8
10.2
9.4
7.8
9.4

図5　外国人材を雇用して良かったこと　（複数回答、単位：％）

n=128
外国人職員への説明を丁寧に行った

外国人職員への業務に関する指導の時間を確保した
住居や、生活に必要な物品を用意した
日本人職員への説明を丁寧に行った

業務に関するマニュアルを分かりやすくした
施設・事業所内の掲示物を分かりやすくした

その他
地域で行っている日本語教室やイベントを紹介した

イベントや催しを企画した
無回答

62.5
35.9

28.9
27.3
25.8

10.2
10.2
7.8

2.3
8.6

図６　外国人材を受け入れるにあたって工夫したこと　（複数回答、単位：％）

n=128
指導できる人員
日本語の指導

利用者の理解を深めるための取組み
日本人職員の理解を深めるための取組み

受入れの際にかかる費用
マニュアルの見直し

住居や、生活に必要な物品
制度の解説や他施設の取組み事例などの情報

その他
地域住民の理解を深めるための取組み

無回答

59.0
44.3

31.9
30.8

20.7
16.2

12.1
11.5

3.8
2.5

17.5

図7　外国人材を受け入れるにあたり、整備が必要だと思うこと　（複数回答、単位：％）
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広
告
欄

2023年度国予算案
　政府は、23年度の国予算案を2022年12月23日に閣議決定しまし
た。社会保障関係費は32兆8,514億円で前年度から1.7％の増となっ
ています。
　地域共生社会の実現に向けた地域づくりについては、実施区市町村
が増える重層的支援体制整備事業の「包括的相談支援事業」や「地域づ
くり事業」、「多機関協働事業」等が拡充されています。
　また生活困窮者自立支援関連では、ニーズの高い居住支援関連施策
が強化されているほか、「就労体験・就労訓練先の開拓・マッチングの再
編」により、事業内容が拡充されます。ひきこもり支援では、支援者を
フォローアップする取組みが新たに始まります。
　自殺総合対策では自殺対策の一層の推進を図るため、「ゲートキーパー
養成・支援事業」や、「自殺未遂者に対する地域における包括的支援モデ
ル事業」、「若者の自殺危機対応チーム事業」が新たに実施されます。
　成年後見制度や権利擁護支援関係では、「都道府県・市町村・中核機
関の権利擁護支援体制の強化」や、「地域連携ネットワーク関係者の権
利擁護支援の機能強化」、「『持続可能な権利擁護支援モデル事業』の
実施自治体の拡大」などが拡充となっています。
　福祉・介護人材確保対策等の推進では、「外国人介護人材受入環境整
備事業」や、「小規模法人のネットワーク化
による協働推進事業」等が拡充されます。
　22年5月に成立した困難女性支援法関
係では、「婦人相談員活動強化事業」が拡
充されるほか、適切な支援を提供するため
の支援体制整備や、自治体や民間の支援
団体が広域で連携できるプラットフォーム
の構築等が新規事業として盛り込まれて
います。

2023年度東京都予算案
　東京都は2023年1月27日に23年度の予算案を発表しました。「福祉
と保健」は、新型コロナ対策経費を除いた額で見ると、前年度比14.5％
増の1兆5,384億円です。子育て支援関係の増などが主な理由です。
　高齢分野では、科学的裏付けに基づく介護の定着・促進に取り組む事
業所を支援する「要介護度等の維持改善に向けた介護事業者の取組促
進」や、介護業務の負担軽減につながる取組みをすすめる「介護現場の
ＤＸ・タスクシェア促進事業」が新規の予算となっています。ほかにも、外
国人材の雇用を検討する事業者が受入れ調整機関に相談できる合同相
談会を実施する「外国人介護従事者受入れマッチング支援事業」などが
新たに実施されます。
　障害分野では、医療的ケア児とその家族への支援の充実を図るため、
「医療的ケア児日中預かり支援事業」等の保護者の就労支援に資する取
組みや、「医療機器等整備費補助」等による短期入所等の受入れ促進、
またサービスや支援を担う人材の育成について、新たな取組みが盛り
込まれました。
　児童分野では、一時保護の新たな受け皿確保や夜間の電話受付業務
の体制強化に取り組む「児童相談所業務における民間事業者の活用」
や、保育の専門性を活かして在宅子育て家庭の孤立防止や育児不安軽
減等に取り組む「保育所等における地域の子育
て支援事業」や「多様な他者との関わりの機会
の創出」が新規事項となっています。また、24
年度の「こども家庭センター」創設を見据えた
区市町村の児童福祉部門と母子保健部門の
体制や連携の強化をすすめる「子育て家庭に
対する包括支援の強化」が拡充されます。

福祉のできごと
2023.1.26 - 2.25
※対象期間外のできごとを掲載させていただく場合もあります

M
onthly N

ew
s

児童虐待通告件数や配偶者からの� �
暴力事案等の相談等件数、増加
警察庁は「令和4年の犯罪情勢について【暫定
値】」を公表。児童虐待またはその疑いがあるとし
て警察から児童相談所に通告した児童数は年々
増加しており、令和4年は11万5,730人と、前年
比で7.1％増加し、過去最多となった。心理的虐
待が8万4,951人と全体の73.4％を占めている。
また、配偶者からの暴力事案等の相談等件数に
ついても増加し続けており、令和4年は8万4,493
件と、前年比で1.7％増加していることが明らかと
なった。

「『医療・介護・保育』求人者向け特別相
談窓口」を設置
厚生労働省は、介護や保育などの福祉施設や
医療機関が人材紹介会社とトラブルになった際
に相談に応じる「『医療・介護・保育』求人者向け
特別相談窓口」を、各都道府県にある労働局に
設置した。

東京都医療的ケア児支援ポータルサイ
トを開設
東京都は、医療的ケア児の家族が子どもの成長
に応じて必要な情報を得られるよう、「東京都医
療的ケア児支援ポータルサイト」を開設。ライフ
ステージに応じた支援に関する情報や相談窓口
などを、分かりやすくまとめて発信する。

【主な掲載内容】
・�ライフステージ別（在宅移行期・乳幼児期・学
齢期）の支援に関する情報
・障害福祉サービス、手当・手帳等
・困りごとに応じた相談窓口
・関係者向け研修情報

ポータルサイトURL：
https://www.fukushi�
hoken.metro.tokyo.lg.jp/
Medical-Care_Children_
Support/

2
1

2
14

2
2

pick up

2023年度 
国および東京都予算案固まる

■�厚生労働省�
2023年度厚生労働省�
所管予算案関係

■�東京都�
2023年度予算
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防災・減災に向けた
地域の取組み

　
東
京
23
区
東
部
を
縦
断
す
る
一
級
河
川
「
荒

川
」
の
氾
濫
を
想
定
し
て
、
上
流
の
埼
玉
県
か

ら
下
流
の
江
東
5
区
ま
で
、
流
域
の
住
民
や
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
が
、
自
治
体
の
エ
リ
ア
を
超
え

「
誰
も
取
り
残
さ
ず
早
期
避
難
す
る
」
こ
と
を

め
ざ
す
「
第
2
回
荒
川
流
域
防
災
住
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
２
０
２
２
」
が
２
０
２
２
年
11
月
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
企
画
の
呼
び
か
け
人
で

実
行
委
員
で
も
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

い
た
ば
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
理
事
長
の
加
藤

勉
さ
ん
と
事
務
局
次
長
の
小
倉
和
子
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

◆
き
っ
か
け
は
２
０
１
９
年
の
台
風
19
号

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
い
た
ば
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
国

連
発
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
も

置
き
去
り
に
し
な
い
・
さ
れ
な
い
」
を
実
現
す

る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
つ
な
げ
、
希

望
の
未
来
を
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
19
年
10
月
に
台
風
19
号
が
関
東

地
方
に
上
陸
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
多
摩
川
・
千
曲
川
等
が
氾
濫
し
た
こ
の

時
の
豪
雨
で
巨
大
河
川
荒
川
の
水
量
も
み
る
み

る
増
し
て
、
あ
と
50
数
㎝
で
堤
防
を
越
え
る
と

こ
ろ
ま
で
迫
り
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
「
荒
川

の
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
知
っ
て
い
た

つ
も
り
。
し
か
し
、
こ
の
台
風
以
来
、
荒
川
の

洪
水
や
堤
防
決
壊
は
現
実
の
も
の
と
し
て
す
ぐ

に
で
も
起
こ
る
と
い
う
恐
怖
感
と
、
こ
の
ま
ま

で
は
ダ
メ
だ
と
い
う
切
迫
し
た
危
機
感
を
持
っ

た
」
と
話
し
ま
す
。

◆
荒
川
流
域
の
住
民
は
運
命
共
同
体

　
加
藤
さ
ん
た
ち
は
、
板
橋
区
で
は
荒
川
氾
濫

を
想
定
し
た
避
難
体
制
と
い
う
地
域
課
題
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
き
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ま
ち
の
学
校

高
島
平
」
で
浸
水
想
定
地
域
の
住
民
に
呼
び
掛

け
て
、
防
災
訓
練
や
シ
リ
ー
ズ
の
学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
こ
れ
は
板
橋
区
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
荒
川
流
域
自
治
体
共
通
の

問
題
で
は
な
い
か
、
流
域
住
民
が
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
に

至
り
、
荒
川
流
域
の
住
民
や
関
係
者
が
自
治
体

の
枠
を
超
え
て
、
当
事
者
の
立
場
で
つ
な
が
り
、

知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
、
具
体
的
に
問
題
の

解
決
を
め
ざ
し
て
い
く
「
荒
川
流
域
防
災
住
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
21
年
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
荒
川
流
域
の
住
民
は
運
命
共
同
体
だ
」「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
視
点
で
、
犠
牲
者
を
誰
一
人
出
さ
な
い

よ
う
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
要
援
護
者
の

助
け
合
い
の
具
体
策
を
生
み
出
し
て
い
こ
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
エ
リ
ア
を
超
え
た
多
く

の
方
か
ら
共
感
を
得
て
、
21
年
11
月
に
「
第
1

回
荒
川
流
域
防
災
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
板

橋
区
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今号では「知る」「つながる」という視点から、自治体
のエリアを超えた「荒川流域防災住民ネットワーク」の
取組みについて紹介します。

（左から）
NPO法人ＳＤＧｓいたばしネットワーク
理事長　加藤勉さん
事務局次長　小倉和子さん

自
治
体
の
エ
リ
ア
を
超
え
て

誰
も
取
り
残
さ
な
い

早
期
避
難
を
め
ざ
す

　 「 

第
2
回
荒
川
流
域
防
災
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
２
２
」

の
取
組
み

7
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に
よ
る
荒
川
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の
映
像
体
験

が
紹
介
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。
午
後
の
分
科
会

で
は
、
要
援
護
者
・
外
国
人
・
地
区
防
災
計
画

と
い
っ
た
テ
ー
マ
の
下
で
早
期
避
難
実
現
の
た

め
の
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に
よ
る
避
難
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
加
藤
さ
ん
は
「
荒
川
上
流
か
ら
下
流
ま
で
の

人
た
ち
が
、
当
事
者
の
立
場
で
集
い
、
現
状
と

課
題
を
共
有
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
場
に
な
っ

た
。
今
後
も
荒
川
流
域
で
開
催
す
る
こ
と
で
、

誰
も
取
り
残
さ
な
い
早
期
避
難
は
実
現
可
能
に

な
る
と
確
信
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。
続
け

て
「
今
回
は
大
東
文
化
大
学
を
中
心
に
都
内
外

の
多
く
の
大
学
生
か
ら
参
加
・
協
力
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。
若
い
人
た
ち
の
横
の
つ
な
が
り

は
我
々
の
想
像
以
上

の
力
が
あ
っ
た
。
な

に
よ
り
も
彼
ら
の
防

災
・
減
災
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え

た
こ
と
は
大
き
な
収

穫
」
と
振
り
返
り
ま

す
。

　
小
倉
さ
ん
は
「
避

難
行
動
の
た
め
の
支

援
を
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
知

る
機
会
が
な
い
人
は

大
勢
い
る
。
今
の
ま

ま
で
は
障
が
い
者
や

高
齢
者
の
避
難
は
家

◆�「
第
2
回
荒
川
流
域
防
災
住
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
２
０
２
２
」
の
取
組
み

　
21
年
の
第
1
回
に
引
き
続
き
、
22
年
11
月
に

「
第
2
回
荒
川
流
域
防
災
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

２
０
２
２
」
が
板
橋
区
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
形
式
で
、
地
元
板
橋
区
だ
け
で
な

く
流
域
の
町
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
市
民
団
体
な

ど
と
共
に
準
備
を
す
す
め
ま
し
た
。
自
治
体
・

医
師
会
・
消
防
関
係
等
の
多
く
の
関
係
者
や
団

体
か
ら
の
協
力
と
支
援
も
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
場
に
大
勢
の
人
が
集
い
、
リ
モ
ー

ト
参
加
も
含
め
て
参
加
者
は
１
５
０
人
（
所
属

団
体
は
60
）
を
超
え
ま
し
た
。
午
前
中
の
全
体

会
で
は
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
西
日
本
豪
雨

の
被
災
者
か
ら
体
験
談
を
聞
い
た
り
、
大
学
生

族
や
関
係
者
だ
け
の
課
題
に
な
っ
て
し
ま
う
。

町
会
や
地
域
住
民
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
し
て
誰
も

が
あ
た
り
ま
え
に
避
難
支
援
が
で
き
る
よ
う
に

な
ら
な
い
と
、
助
か
る
命
も
助
か
ら
な
く
な
る
。

自
治
体
と
協
働
で
し
く
み
や
制
度
を
整
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
こ

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
多
様
な
立
場
の
人
が
参
加

し
、
多
様
な
気
づ
き
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
ル
ー

ル
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」

と
も
話
し
ま
す
。

◆
今
後
の
展
望

　
近
年
、
日
本
各
地
で
大
雨
に
よ
る
水
害
や
土

砂
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
加
藤
さ
ん
は「
日

本
各
地
に
は
無
数
の
河
川
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
取
組
み
や
ア
イ
デ
ア
を
惜
し
み
な
く

出
し
合
っ
て
、
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
も
今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
す
。

　
ま
た
、「
地
震
災
害
と
違
っ
て
、
風
水
害
は

現
在
の
気
象
予
報
技
術
に
よ
っ
て
、
防
災
・
減

災
の
た
め
に
必
要
な
時
間
を
つ
く
り
出
し
て
く

れ
て
い
る
。
こ
の
時
間
を
ど
れ
だ
け
有
効
に
活

用
す
る
か
は
、
人
間
の
意
志
と
知
恵
と
行
動
に

よ
る
も
の
だ
と
思
う
。そ
の
た
め
に
も
こ
う
い
っ

た
取
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味

が
あ
る
。
さ
ら
に
は
風
水
害
対
策
と
地
震
対
策

の
相
関
性
を
つ
な
げ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

第
3
回
（
２
０
２
３
年
11
月
19
日
・
会
場
は
北

区
）開
催
に
向
け
た
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
」と
、

今
後
の
展
望
を
語
り
ま
す
。

第2回荒川流域防災住民ネットワーク2022　
当日、会場の様子

台風19号通過直後の荒川の様子（新河岸地区）
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『チームで取り組む地域共生社会づくり』はこちらからご覧いただけます。▶

　民生児童委員・社会福祉法人・社協の三者が協働し、地域で実施されている事例を紹介する
『チームで取り組む地域共生社会づくり』を発行しました。2022年度は、特にコロナ禍で見えて
きた地域課題等に対応するための実践事例に着目したブックレットを作成しています。制度の狭間
の問題や複合的な課題が増えている中、単一の機関や専門職の力では対応が難しくなっていま
す。多様な取組みの一つの形として、三者による連携、さらには「三者＋α」として企業など新
しい地域の関係者との協働による取組みへと広がるよう、事例の分析や情報発信をすすめていき
ます。

東社協 発

地域の活動の情報を
募集していますボランティア保険・行事保険のご案内

　福祉広報では、地域福祉に関
わる取組みを掲載しています。
　東京都内の社協、施設・事業
所、市民活動団体など、さまざま
な主体による取組みの情報を下
記メールアドレスまでぜひお寄
せください。
kouhou@tcsw.tvac.or.jp

ボランティア保険・行事保険の加入を受け付けています。
ボランティア保険は年度毎に加入する必要があります。
2023年度もお忘れなく、お手続きください。
2023年度ボランティア保険
▶保険期間　�2023年4月1日0時から

2024年3月31日24時までの1年間
行事保険
●�1日行事は、参加人数５名から対象となり、
熱中症を補償します（傷害補償のみ）。
▶申込み　受付中
※申込み方法　�ボランティア保険・行事保険サイトより

ご確認ください。
ご不明点がございましたら
下記までお問い合わせください。
▶加入手続きに関する問合せ
　経営支援担当　電話:03（3268）7232
▶補償内容に関する問合せ
　有限会社�東京福祉企画　電話:03（3268）0910

　「令和4～6（2022～2024）年度東社協中期計画」の中から、重点事業「三者連携の具体的取組みの推進と情報発信の
強化」の進捗をお伝えします

東社協中期計画レポート  　～ 東京の多様性を活かした“地域共生社会”を一歩前へ3

〈取組みの方向性4〉
幅広い市民参加・多様な主体の協働の推進による地域づくり

1 東京らしい包摂・共生型の地域社会づくりの推進

地域課題の解決につながる、社協・社会福祉法人（の地域ネットワーク）・民生児童委員（協議会）の
「三者連携」の具体的取組みの推進と情報発信の強化

●この３か年では特に…
地域課題や社会課題の解決につながる多様
な主体のネットワークをつくり、そのしくみを
活かした取組みを推進する。

〈取組みの方向性3〉
社会福祉法人等の役割発揮、機能の強化

情報はこちらから
お寄せください

▼

ボランティア保険・
行事保険サイト

▼
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2023年度　東京都福祉人材センター研修室　研修日程一覧� 令和5年2月1日現在

【申込方法】��研修受付システム「けんとくん」から申込みを受け付けています。（認知症介護研修を除く）　「けんとくん」（https://www.kentokun.jp）
※研修は現時点での予定となります。内容が変更となる可能性もございますので、予めご了承ください。
※下記のうち「東京都委託研修」については、2023年度東京都予算確定後に実施が決定となります。

研　修　名 申込期間 日程（研修日/動画公開期間） 実施形態 自主/東京
都委託

Ⅰ　福祉職員職務階層別研修　　※階層に応じた能力を段階的・体系的に習得する研修

1

福祉職員キャリアパス対応生涯研修�【全国共通課程】

（1）初任者研修
（新卒・既卒：それぞれ全3回）

〈新卒〉
①②3/29-5/1
③5/23-7/18
〈既卒〉
④⑤3/29-5/29
⑥8/17-9/12

〈新卒〉
①6/29.30　②7/5.6　③9/7.8
〈既卒〉
④7/26.27　⑤8/7.8　⑥11/7.8

ライブ型WEB

自主
（2）中堅職員研修（全3回）

①5/23-6/22
②5/23-7/3
③5/23-7/18

①8/22.23　②8/28.29
③9/14.15 ライブ型WEB

（3）チームリーダー研修（全4回） ①②2/14-3/14
③④2/14-3/30

①5/11.12　②5/17.18
③5/31.6/1　④6/6.7 ライブ型WEB

（4）管理職員研修（全4回） ①②6/28-7/28
③④6/28-8/14

①9/27.28　②10/5.6
③10/17.18　④10/24.25 ライブ型WEB

2

研修室独自研修【東京独自課程】

（1）中堅職員重点テーマ強化研修（全4回）RENEWAL!
①②8/17-9/12
③8/17-10/2
④8/17-10/12

①11/15.16　②11/29.30
③12/7.8　　④12/19.20 ライブ型WEB 自主

（2）チームリーダー重点テーマ強化研修（全5回）RENEWAL!
①②10/11-11/9
③④10/11-12/4
⑤10/11-12/21

①1/11.12　②1/24.25
③2/5.6　　④2/20.21
⑤2/29.3/1

ライブ型WEB 自主

（3）�スタートアップ研修 3/24-5/11 6/1-7/20 収録型WEB
※再配信 自主

Ⅱ　福祉事業所経営支援研修�　※社会福祉施設・事業所の施設長・管理者等に向けて法人・事業所の安定的な運営を支援する研修

1

施設長のための経営講座

（1）社会福祉法人会計入門研修 5/18-6/29 7/25-9/12 収録型WEB
※再配信 自主

（2）財務マネジメント初級研修 7/6-8/24 9/14-10/31 収録型WEB
※再配信 自主

（3）財務マネジメント中級研修 8/31-10/19 11/7-12/26 収録型WEB
※再配信 自主

2 労務管理に関する研修（1）労働基準法等に関する研修 検討中 検討中 ライブ型WEB 自主

3

その他の経営支援研修

（1）ファンドレイジング研修 10/25-12/20 1/10-2/21 収録型WEB
※再配信 自主

（2）苦情解決担当者研修 7/6-8/24 9/14-10/31 収録型WEB
※再配信 自主

Ⅲ　人材育成基盤強化研修　※法人・事業所の人材育成・定着等を支援する研修

1
職場内研修に関する研修

（1）職場内研修担当者研修 3/24-5/11 6/1-7/20 収録型WEB
※再配信 自主

2

後輩指導力強化研修

（1）新任職員の定着・育成促進研修� NEW! ①5/18-6/29
②8/31-10/19

①7/25-9/12
②11/7-12/26 収録型WEB 自主

（2）後輩を育てるコーチング 3/24-5/11 6/1-7/20 収録型WEB
※再配信 自主

（3）リーダーシップ研修 10/25-12/20 1/10-2/21 収録型WEB
※再配信 自主

3

事業所に対する育成支援事業

（1）登録講師派遣事業
〔受講申込の受付〕
1期：4/14-5/14
2期：8/10-9/10

施設・事業所で実施
する出前型研修 委託

（2）研修実施サポート事業 随時 アドバイザー
による相談 委託

4
採用・人事担当者セミナー
（1）採用力・広報力強化研修　入門編（仮） 7/6-8/24 9/14-10/31 収録型WEB 委託
（2）採用力・広報力強化研修　実践編（仮） 8/31-10/19 11/7-12/26 収録型WEB 委託

5 福祉職員定着・育成セミナー（1）ハラスメントのない職場づくりのために（仮） 5/18-6/29 7/25-9/12 収録型WEB 委託

6
メンタルヘルス等講習会
（1）�福祉職のためのメンタルヘルス講習会 7/6-8/24 9/14-10/31 収録型WEB 委託
（2）�管理職のためのメンタルヘルス講習会 8/31-10/19 11/7-12/26 収録型WEB 委託

Ⅳ　福祉技術等向上研修　※職員の専門性を高め、利用者サービスの質の向上を図る研修

1

スキル等研修
（1）アンガーマネジメント研修� NEW! 7/6-8/24 9/14-10/31 収録型WEB 自主

（2）直接介助におけるリスクマネジメント研修 5/18-6/29 7/25-9/12 収録型WEB
※再配信 自主

（3）ファシリテーション研修� RENEWAL! 8/31-10/19 11/24 集合型 自主

2 認知症介護研修 委託

3 介護職員スキルアップ研修 検討中 検討中 収録型WEB
ライブ型WEB 委託

4 社会的養護処遇改善加算対応研修 委託
5 児童養護施設等の高機能化・多機能化等人材育成研修 委託

『チームで取り組む地域共生社会づくり』はこちらからご覧いただけます。▶
※認知症介護研修の詳細やお申込み方法については下記からご確認ください。
　とうきょう認知症ナビ　https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/zaishien/ninchishou_navi/gyouji/index.html

該当施設・事業所には、別途ご案内いたします。
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者
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っ
て 

見
え
て
き
た
も
の

幼
少
期
か
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も
の
づ
く
り
が
好
き
で
出

版
や
靴
の
製
造
に
携
わ
り
、
２
０
０
０
年

に
ベ
ビ
ー
シ
ュ
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ズ
の
製
造
や
手
づ
く
り

キ
ッ
ト
の
販
売
を
行
う
「
フ
ァ
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ト
ス

テ
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
」
を
妻
と
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
靴
づ
く
り
に
面
白
さ
を
覚
え
、
い

つ
か
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分
の
靴
も
つ
く
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
は
03
年
に
妻
の
親

族
の
子
ど
も
２
人
を
引
き
取
る
こ
と
に
な

り
ま
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。
　
　
　
　

中
途
養
育
者
と
し
て
実
子
と
と
も
に
育

て
る
う
ち
に
、子
ど
も
の
言
動
に「
ち
ょ
っ

と
変
じ
ゃ
な
い
？
」
と
思
う
こ
と
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
教
育
相
談
や
医
療
機
関

へ
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
発

達
障
害
と
い
う
言
葉
も
今
ほ
ど
広
ま
っ
て

は
な
く
、
手
探
り
で
動
い
て
い
ま
し
た
。

自
分
な
り
に
情
報
を
集
め
る
中
、
継
母

に
よ
る
ブ
ロ
グ
や
掲
示
板
を
見
つ
け
、
似

て
い
る
境
遇
や
子
ど
も
の
悩
み
に
共
感
を

覚
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、

中
途
養
育
の
実
情
が
知
ら
れ
て
な
く
、
偏

Akihide Machida

町田 彰秀さん
靴づくりをしながら、親族の子どもを育てたことを
機に、2009年に非営利活動団体「A-Step」を始
める。現在ペアレントメンター（※２）や児童養護施
設職員としても働きながら中途養育支援の必要
性を発信している。

ファーストステップシューズ
HP

A-Step�HP

A-Stepでは、毎月１回「ゆる育カフェ」を開催。
１３時～20時で開かれており、出入り自由で誰でも
参加できる。誰もが気持ちよく参加できるために、「普
通はこう～」などの決めつけやアドバイスはいらない
などのちょっとしたルールあり

A-Stepは、Ａ（個々）をＳｔｅｐ（継ぐ）という意味

ファーストステップシューズで提供している
ベビーシューズや手づくりキット

見
に
よ
る
心
無
い
声
が
あ
る
こ
と
、
途
中

か
ら
養
育
に
携
わ
る
と
い
う
特
殊
な
立
場

に
あ
り
な
が
ら
支
援
が
十
分
で
な
い
現
実

を
目
の
当
た
り
に
し
、
社
会
課
題
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
同
じ
頃
、
Ｓ
Ａ
Ｊ

（※３）
に

も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
途
養
育
者

を
は
じ
め
多
様
な
形
態
の
家
族
が
共
に
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
団
体
と
し

て
、
09
年
に
「A-Step

」
を
足
立
区
で
設

立
し
ま
し
た
。

◆
多
様
化
す
る
家
族
、 

変
わ
ら
な
い
家
族
観

A-Step

は
活
動
の
幅
を
決
め
ず
に
中

途
養
育
の
啓
発
活
動
や
サ
ロ
ン
開
催
な
ど

多
様
化
す
る
家
族
の
課
題
に
応
じ
て
支
援

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
な
ど
も

対
象
を
定
め
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
〝
ご

ち
ゃ
ご
ち
ゃ
〟
に
交
わ
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
一
般
社
団
法

人
ね
っ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
の
立
上
げ
や
あ
だ

ち
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
に
参
加
す
る
な
ど
、

中
途
養
育
に
必
要
な
支
援
を
当
事
者
目
線

で
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

活
動
を
通
じ
て
、「
定
形
家
族
」
の
意
識

が
根
強
い
社
会
と
他
者
の
目
を
気
に
し
て

課
題
を
一
人
で
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
い

中
途
養
育
者
の
存
在
を
痛
感
し
て
き
ま
し

た
。
立
場
特
有
の
難
し
さ
や
不
安
を
感
じ

な
が
ら
も
、
周
囲
を
頼
れ
な
い
、
理
解
を

得
ら
れ
な
い
状
況
は
、
子
ど
も
の
発
達
に

大
き
く
影
響
す
る
と
い
え
ま
す
。
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
な
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、
本
来
周
囲

の
見
守
り
が
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
理
解

を
得
る
た
め
に
当
事
者
の
一
人
と
し
て
声

を
あ
げ
続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
多
様
化
す
る
家
族
に
そ
れ
ぞ
れ
の 

立
ち
位
置
か
ら
関
わ
っ
て
い
く

現
在
は
ゆ
る
育
カ
フ
ェ
の
開
催
や
ペ
ア

レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
傍
ら
、
社
会
的
養
護

を
知
る
た
め
に
3
年
前
か
ら
児
童
養
護
施

設
で
働
き
始
め
て
い
ま
す
。
地
域
で
養
育

課
題
を
抱
え
る
人
や
途
中
か
ら
養
育
を
代

替
し
た
人
、
そ
う
し
た
養
育
者
側
の
支
援

を
さ
ま
ざ
ま
な
立
ち
位
置
の
人
が
補
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
今

後
は
、
馴
染
み
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
か

ら
関
わ
れ
る
「
ハ
ブ
機
能
」
の
よ
う
な
し

く
み
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
そ
の
一
環
と
し

て
自
分
の
靴
を
つ
く
る
工
房
も
実
現
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

定
形
外
家
族
を
受
け
入
れ
る
社
会
に

は
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
社
会
で
生
じ
て
い
る
こ
と
に
自
ら

関
わ
っ
て
い
く
姿
勢
、
つ
ま
り
個
人
の
視

線
や
器
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
こ
と
が

何
よ
り
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中途養育を経験した私が描く 
"ごちゃごちゃ"な社会
町田彰秀さんは、自身の経験から、何かしらの理由で実子以外を養育する�
「中途養育者（※１）」への支援を中心に、多様な形態の家族が共に暮らせる�
社会の実現に向け活動しています。

明日 福祉
切り拓く

の を

（※１）�「�何かしらの理由で実子ではない子育て
に関わる者」を表すものとして使用。子
育てを引き継いだ親族やステップファミ
リーの継親、里親や施設職員等が該当

（※２）�発達障害のある子どもの養育経験を生
かして、同じような子を持つ親に対して相
談相手になったり、情報提供を行う

（※３）�Stepfamily�Association�ofJapanの
略
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講座・シンポジウム

2022年度ストレス科学シンポジウム
「うつにならない 第12弾」
日時 3月25日（土）14時～16時　※ Zoom によ
るウェビ ナ ー 配信　 費用 無料　 定員 500名　
内容「令和３年版自殺対策白書」によると、2020
年の全国における自殺者数は2万1,081人で、
11年ぶりの前年比増。コロナ禍においてストレ
スを感じている人が増加しているという調査結
果も数多く発表されている。その中で「うつに
ならない」をテーマに、うつ病臨床の第一人者
の先生方からのうつ病予防についての最新の
知見などに関する講演会や討論　締切 3月24日

（金）　申込 ホームページ　問合（公財）パブリッ
クヘルスリサーチセンター ストレス科学研究所 
〒169-0051 新宿区西早稲田1-1-7
TEL 03-5287-5168　FAX 03-5287-5072
メール  kensyu-stress@phrf.jp
HP  http://www.phrf.jp/ssl/education/

令和４年度
高齢者住宅相談員研修会
日時 3月13日（月）10時～3月31日（金）17時　※
WEBセミナー（オンデマンド配信）　費用 4,000
円　定員 なし　内容 高齢者向け賃貸住宅にお
いて、昨今の新型コロナ等の状況もあり、入居
者の見守り・相談支援を担う相談員等の役割が
より期待される一方、対応困難な事例が増加。
直接入居者と関わる相談員等の方々が、業務を
円滑にすすめるために必要な知識を幅広く身
につけることを目的に、「高齢者福祉施策の最

新動向」や「地域包括ケアシステムについて」な
どの研修　対象 生活援助員（LSA）、サービス付
き高齢者向け住宅相談員、地方公共団体担当
者、民間事業者など　締切 3月24日（金）　申込

申込書に必要事項を記入し、メールまたはFAX　
問合（一財）高齢者住宅財団 シニア住宅部（ボ
ナージュ横浜サービスセンター内） 〒224-0041 
神奈川県横浜市都筑区仲町台5-7-8
TEL 045-943-1465　FAX 045-943-1467
メール  lsa22@koujuuzai.or.jp
HP  https://www.koujuuzai.or.jp/eventinfo/

20230127/

その他

令和５年度
障害者雇用支援月間における
絵画・写真コンテスト

（1） 絵画コンテスト
働くすがた～今そして未来～

内容 働くこと、または仕事に関係のある内容の
ものの募集。応募部門は、小学校の部、中学校
の部、高校・一般の部　対象 障害のある方（プロ
以外であること）

（2） 写真コンテスト
職場で輝く障害者～今その瞬間～

内容 障害のある方の仕事にスポットをあて、障
害のある方が働いている姿を撮影したものの
募集　対象 障害の有無は問わない（プロ以外で
あること）

（1）、（2）共通
受付 3月1日（水

）～6月15日（木）消印有効　内容 障害者雇用へ
の理解と関心を深めることを目的に、障害のあ
る方々が描いた絵画やその働いている姿を撮
影した写真を募集し、優秀作品をもとにポス
ター等を作製・掲示　申込 作品に必要書類を
添付し、送付　問合（独）高齢・障害・求職者雇
用支援機構 雇用開発推進部 雇用開発課 指導
啓発係 〒261-0014 千葉県千葉市美浜区若葉
3-1-3（障害者職業総合センター内）
TEL 043-297-9515
メール  tkkike@jeed.go.jp
HP  https ://www.jeed.go. jp/disabi l i ty/

activity/contest/guideline.html

■会議資料
■第５回「強度行動障害を有する者の地域
支援体制に関する検討会」資料（厚生労働省
／1月）

■成年後見制度利用促進専門家会議第３回
地域連携ネットワークワーキング・グルー
プ　資料（厚生労働省／1月）
■第９回「障害児通所支援に関する検討会」
資料（厚生労働省／2月）
■第２回今後の仕事と育児・介護の両立支
援に関する研究会　資料（厚生労働省／2月）
■第14回健康・医療・介護情報利活用検討
会医療等情報利活用ワーキンググループ

資料（厚生労働省／2月）
■第214回社会保障審議会介護給付費分
科会　資料（厚生労働省／2月）
■生涯学習分科会（第123回）配付資料（文
部科学省／2月）

■不登校に関する調査研究協力者会議（第
6回）配付資料（文部科学省／2月）
■通常の学級に在籍する障害のある児童生
徒への支援の在り方に関する検討会議
（第8回）会議資料（文部科学省／2月）

■調査結果
■外国人の日本語教育に関する実態調査－
地域における日本語教育を中心として－
（総務省／1月）
■令和4年度夜間中学等に関する実態調査
（文部科学省／1月）
■「都民生活に関する世論調査」結果（都政策
企画局／1月）
■国民生活に関する世論調査（内閣府／2月）

■その他
■「東京都こども・子育てお悩み相談室」ウェ
ブサイト（都子供政策連携室／2月）

受付＝受付期間　締切＝申込締切　日時＝日時　場所＝場所　助成＝助成金額　定員＝定員　費用＝参加費　内容＝内容・テーマ　対象＝対象者
申込＝申込方法　問合＝問合せ先　※ 感染症拡大防止のため、イベントが中止になる可能性があります。

内容等のお問い合わせはそれぞれの団体・出版社へお願いいたします。

３月1日（水）時点の情報です。詳細は各団体に
お問合わせください。この他にも東社協ホーム
ページに各種情報を掲載しています。

東社協ホームページ「福祉に関する情報について」
https://www.tcsw.tvac.or.jp/info/index.html

助成金・イベント情報を
募集しています

内容 東社協ホームページや『福祉広報・
Antenna』への、社会福祉関係団体や社
会福祉法人などが実施する福祉に関す
る助成金やイベント、セミナー、シンポジ
ウム情報の掲載　費用 無料

下記のページをご確認の上、フォームよ
りお送りください。

「助成金情報ページ、イベント・セミナー
ページへの掲載希望について」
https://www.tcsw.tvac.
or.jp/info/event
seminar-irai.html
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赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています

Photo

管 洋志 Suga  Hiroshi

● 毎月1回8日発行／定価315円（本体286円＋税10%）
● 発行人／新内康丈　社会福祉法人東京都社会福祉協議会

東京都新宿区神楽河岸1番1号  ☎03（3268）7171
● 振替口座／00110-4-71955
● https://www.tcsw.tvac.or.jp
ご意見お待ちしています！
● kouhou@tcsw.tvac.or.jp
● イラスト／加藤由紀　● デザイン・プリント／株式会社美巧社
※ 「福祉広報」全ページをホームページに公開しています。
※ 視覚障害のある方に読んでいただくため、テキストデータをホームページに掲載しています。

https://www.tcsw.tvac.or.jp/koho/kohoText/

定期購読者募集中！

社会福祉法人をはじめとするさ
まざまな主体が地域の福祉課題
の解決にむけて取り組んでいる
実践を「ふくし実践事例ポータ
ル」で紹介しています

本号では、十分な感染症対策をとった上で取材を行いました。
一部記事では、Web会議システムなどを用いたリモート取材を行いました。

ご注文は東社協図書係まで
☎０３（３２６８）７１８５
https:// www.tcsw.

tvac.or.jp/

東社協の

本

社会福祉法人のための規程集
役員会等運営の実務編
社会福祉法人の役員会等の運営において役員改選
の実務等を分かりやすく整理しました。コロナ禍の
今、法人運営でおさえておきたい【役員会の召集手
続の省略】や【決議の省略】についても各種様式を示
して解説しています。
◆規格 A4判／380頁 ◆発売日 2020.9.2
◆定価 4,400円（本体4,000円＋税10％）

令和4年度改正法施行対応版　
社会福祉施設・事業者のための規程集
2022年度から施行された法令の中で、育児・介護休
業関係・個人情報保護関係等、特に社会福祉施設・事
業者で対応が必要なものを整理して、その解説と改
正する規程を例示しました。
◆規格 A4判／132頁 ◆発売日 2022.7.21
◆定価 2,200円（本体2,000円+税10％）

令和2年版社会福祉法人会計の実務
第2編決算編
◆規格 A4判／460頁 ◆発売日 2021.1.25
◆定価 4,400円（本体4,000円+税10％）

令和2年版社会福祉法人会計の実務
第1編月次編
◆規格 Ａ4判／548頁 ◆発売日 2020.9.25
◆定価 6,600円（本体6,000円+税10％）

「
あ
な
た
の
話
を
聞
き
た
い
人
も

い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ
よ
」と
伝
え
た
い

都
立
紅
葉
川
高
等
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部「
メ
イ

プ
ル
部
」は
、都
内
高
齢
者
施
設
や
地
域
の
行
事
の

補
助
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。メ
イ
プ
ル
部

部
長
２
年
生
の
八や

巻ま
き

彩あ
や

夏な

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

◆
私
の
や
る
気
で
み
ん
な
を
笑
顔
に

小
学
校
の
低
学
年
だ
っ
た
頃
、母

が
図
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

小
学
校
で
活
動
し
て
い
て
、一
緒
に

手
伝
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
図
書

室
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、「
過
ご

し
や
す
く
な
っ
た
」と
言
っ
て
も
ら

え
た
り
、み
ん
な
の
笑
顔
を
見
た
り

し
た
と
き
、頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ

た
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
、人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
好

き
な
性
格
で
、高
校
で
は
メ
イ
プ
ル

部
の
他
に
生
徒
会
に
も
所
属
し
、庶

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
活

で
は
、部
活
動
と
生
徒
会
が
特
に
楽

し
い
で
す
。

メ
イ
プ
ル

部
は
、
1
年

生
3
人
、
2

年
生
１
人
の

計
4
人
が
主

に
活
動
に
参

加
し
、
部
長

の
私
は
顧
問

と
相
談
し
な

が
ら
役
割
を

担
っ
て
い
ま

す
。
受
験
を

控
え
た
3
年
生
の
4
人
は
、時
間
が
あ

れ
ば
活
動
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
校
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
時
は
、会
場
ま
で
の
緑
道
に
花
を

飾
る
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
高
校
近
く
の
福
祉
施
設

「
な
ぎ
さ
和
楽
苑
」が
主
催
す
る
地
域
の

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ス
マ
ホ
教
室
に

教
え
る
側
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

携
帯
の
使
い
方
を
教
え
る
以
外
に
、日

常
の
相
談
に
乗
る
こ
と
で
地
域
の
方
の

安
否
確
認
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。

地
域
の
高
齢
者
と
お
話
し
で
き
る
ス

マ
ホ
教
室
は
と
て
も
貴
重
な
機
会
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
参
加
で
緊

張
さ
れ
て
い
る
方
も
、気
持
ち
が
ほ
ぐ

れ
て「
見
て
！ 

こ
の
写
真
、私
の
孫
な

の
」「
私
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
な
の
」と
、ス
マ

ホ
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、日
常
の
こ

と
を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
り
ま
す
。「
活

力
が
出
て
、元
気
に
な
っ
た
よ
」な
ど
の

声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と「
楽
し
く
参

加
し
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
！
」と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
相
手
の
目
を
見

て
積
極
的
に
話
し
か
け
て
い
く
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
で
す
。

◆
汗
だ
く
の
思
い
出
が

住
民
の
笑
顔
で
満
た
さ
れ
た

２
０
２
２
年
7
月
、地
域
相
談
拠
点

「
な
ご
み
の
家
葛
西
南
部
」か
ら
連
絡
を

い
た
だ
き
、近
く
の
団
地
住
民
と
交
流

を
図
り
、熱
中
症
の
注
意
喚
起
な
ど
を

す
る
た
め
、地
域
の
行
事
の
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。

団
地
の
方
た
ち
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、団

地
4
棟
を
部
員
で
手
分
け
を
し
て
、一

人
１
０
０
戸
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
、イ

ベ
ン
ト
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、イ
ベ
ン
ト
は
中
止

に
な
り
ま
し
た
が
、12
月
に
は「
な
ご
み

の
家
」主
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か

れ
、特
に
ビ
ン
ゴ
大
会
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。団
地
住
民
を
は
じ
め
、施
設
の

利
用
者
や
、地
域
の
方
な
ど
50
名
ほ
ど

が
集
ま
り「
団
地
の
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
」と
達
成
感
を

味
わ
い
ま
し
た
。

◆
団
地
を
訪
れ
て
感
じ
た
も
ど
か
し
さ

団
地
の
住
戸
を
訪
れ
た
時
、真
夏
で

も
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ず
過
ご
し
て
い
る

高
齢
の
一
人
暮
ら
し
の
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
り「
も
し
か
し
た
ら
、一
人
で

倒
れ
て
い
る
か
も
!?
」と
不
安
に
感
じ

ま
し
た
。「
団
地
の
中
に
、一
週
間
、一
か

月
、誰
と
も
話
し
て
い
な
い
人
が
何
人

い
る
の
だ
ろ
う
」と
考
え
る
と
、も
っ
と

積
極
的
に
外
に
出
て
も
ら
え
た
ら
と
思

い
ま
す
。外
に
出
る
と
、「
こ
う
い
う
施

設
が
あ
っ
て
、こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
」と
知
っ
て
前
向
き
な
気
持
ち
に
な

れ
る
し
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
う
き
っ

か
け
に
な
る
か
ら
で
す
。

◆
多
様
な
人
と
出
会
い

世
界
を
広
げ
た
い

幼
少
期
か
ら
ダ
ン
ス
を
12
年
続
け
て

い
る
の
で
、耳
が
聞
こ
え
な
い
人
、体
が

上
手
く
動
か
せ
な
い
人
と
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
し
た
い
で
す
。
ま
た
高
校
１
年
生

か
ら
声
優
養
成
所
に
入
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、将
来
の
夢
は
歌
っ
て
踊
れ
る

声
優
に
な
る
こ
と
で
す
。
性
別
や
障
害

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
多
様
性
の
あ
る
活

動
に
関
わ
り
、い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ

て
世
界
を
も
っ
と
広
げ
て
み
た
い
で
す
。

くらし ひと今

スマホ教室で個別に相談に乗っているところ
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